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2025年12月期第2四半期（累計）連結業績予想と実績の差異 

及び 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

2025年2月14日に公表しました2025年12月期第2四半期（累計）の連結業績予想と、本日公表の同実

績に下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。また、本日開催の取締役会において、

2025年2月14日に公表しました2025年12月期通期連結業績予想を下記のとおり修正することとしまし

たので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2025 年 12 月期第 2四半期業績（累計）予想と実績の差異（2025 年１月１日～2025 年 6 月 30 日） 

 

 売上収益 営業利益 税引前利益 中間利益 

親会社の所有

者に帰属する

中間利益 

基本的１株当

たり中間利益 

前回発表予想

（ Ａ ） 

百万円 

10,700 

百万円 

1,100 

百万円 

900 

百万円 

600 

百万円 

600 

円 銭 

32.54 

今 期 実 績 

（ Ｂ ） 
10,092 664 390 197 197 10.60 

増  減  額 

（ Ｂ － Ａ ） 
△608 △436 △510 △403 △403 ― 

増  減  率

（  ％  ） 
△5.7 △39.7 △56.6 △67.2 △67.2 ― 

（ 参 考 ） 

前期第2四半期

（累計）実績 

10,410 1,628 1,522 1,151 1,151 62.58 
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２． 2025 年 12 月期通期連結業績予想の修正（2025 年１月１日～2025 年 12 月 31 日） 

 

 売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益 

親会社の所有

者に帰属する

当期利益 

基本的１株当

たり当期利益 

前回発表予想

（ Ａ ） 

百万円 

22,500 

百万円 

2,900 

百万円 

2,200 

百万円 

1,500 

百万円 

1,500 

円 銭 

81.34 

今回修正予想

（ Ｂ ） 
20,900 1,500 800 600 600 32.18 

増  減  額 

（ Ｂ － Ａ ） 
△1,600 △1,400 △1,400 △900 △900 ― 

増  減  率

（  ％  ） 
△7.1 △48.3 △63.6 △60.0 △60.0 ― 

（ 参 考 ） 

前 期 実 績 
20,296 2,799 2,274 1,640 1,640 88.95 

 

３． 差異及び修正の理由 

2025年12月期第2四半期（累計）連結業績は、売上収益につきましては前回発表予想を   

5.7％下回りました。民間航空機向けは想定を大きく上回りましたが、米国の関税政策等の先行

き不透明感から一部顧客に様子見姿勢が見られたこと、オフィス市況の低迷・高金利の継続に

より、家具向け、シフトブーツやギャップハイダーなどの自動車用スモールパーツ向け、キャ

ンピングカー向けを中心とするその他が下振れたためです。加えて、原材料価格の上昇と、為

替レートが前回発表予想前提の150円/$に対して期中平均148.6円/$・期末144.8円/$と円高とな

った等の要因により売上総利益率が低下し、販管費を抑制したものの、営業利益以下の各利益

段階において前回発表予想を下回る結果となりました。 

 

2025年12月期の連結業績につきましては、まず、下期為替前提を150円/$から足許の状況を踏

まえて148円/$に変更しました。次に、売上収益につきましては民間航空機向けは引き続き好調

であるものの、主要顧客の生産車種変更によって下期の自動車用シート向け売上を下方修正し

たことを主因に7.1％引き下げました。売上総利益率につきましては上期の売上総利益率低下要

因に加え、アウトソーシング比率の上昇、米国関税を売上と原価に両建てで計上することによ

る低下を織り込んでおります。販管費を抑制するものの、結果として、営業利益、税引前利

益、当期利益についても大幅に予想を修正いたしました。 

 

配当につきましては、期初計画では普通株式１株当たり39円としていますが、来期の業績や

設備投資、キャッシュフローを見通せた段階で検討し、修正する必要があれば公表させていた

だきます。 

 

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく

異なる可能性があります。 

以 上 


